
                                                 

 

  

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

            

 

 

 

  

 

 プール専用使用コース数 交流センター 

日 曜日 10～13 時 13～15 時 会議室関連 

１ 日   ９月分予約抽選申込 

２ 月  ※２コース  

３ 火 休    館    日 

４ 水   ９月分先着順申込 

５ 木  ※２コース  

６ 金    

７ 土  ※２コース  

８ 日    

９ 月  ※２コース  

10 火    

11 水    

12 木    

13 金    

14 土    

15 日    

16 月  ※２コース  

17 火 休    館    日 

18 水    

19 木  ※２コース  

20 金    

21 土  ※２コース  

22 日    

23 月  ※２コース  

24 火 

 

   

25 水    

26 木  ※２コース  

27 金    

28 土  ※２コース  

29 日    

30 月  ※２コース  

31 火    

9／1 水   １０月分予約抽選申込 

２ 木 入場不可 ※２コース  

３ 金 入場不可  10 月分先着順申込 

４ 土    

  島県の二本松市、安達太良山の中腹に、岳（だ

け）温泉という、小さな温泉街があります。去年、仕事で

二本松に行ったとき、日帰り温泉に立ち寄り、露天風呂

で地元の 30代の若者と一緒になりました。 

二本松のような小さな町では、若者が都会に出て行っ

て過疎化が進んでいるのかと思いきや、「いや、東京に

出て行った者も、しばらくすると、こっちに仕事を見つけ

て帰ってきます」といいます。何か特別な町おこしでもや

っているのかと思ったら、「祭りがあるので」という答えが

かえってきました。 

毎年秋に行わ               れる提灯祭りの

ために、二本松の               子どもたちは、

夏休みからお囃子              の特訓を受け

るのだそうです。厳しい稽古を続けるなかで、子どもたち

は祭りの伝統とともに、礼儀作法を身につけます。子ども

たちに大事なものを伝えるその活動に参加したくて故郷

に帰ってくる若者がたくさんい 

るのだそうです。 

300 年の歴史のあるお祭りが、 

今も人のつながりをはぐくんで 

いるんですね。      

民活動等への参加意欲を高め、これまで活

動に縁遠かった方をはじめとして、より多くの市民が

参加できる環境づくりに役立てる社会参加・市民活

動ポイントシステムが 10 月からスタートします。 

 活動の主催者が、活動の現場で参加者に、参加の

証として配るポイント。もらった参加者にとっては、自

分の行動が認められ、ちょっと誇らしいと思えると同

時に、逗子の“お金”として使うこともできます。 

「市民活動やイベントに多くの人を集めたい！」「新

しい参加者を呼び込みたい！」そうお考えの団体の

皆さん、交付団体募集にぜひご応募ください！ 

※応募用紙は当センターにあります。 

 

開設日・時間： 

月曜日～金曜日  

９時～17 時 

（交流センター休館日・祝日は除く） 

連絡先： 

電話 ０４６－８７３－８０３７  

  E メール vc@zushi-shakyo.com 

・うみかぜクラブ（※）の水泳教室のため、全５コース中、２

コースを専用使用します。９時～13 時の入場不可は、小学

校授業のため入場できません。 

・空欄、及び９時～10 時、15 時以降は基本的に全コースご利

用いただけますが、1時間前後１～２コースを専用使用する

場合がありますので、ご了承ください。（部活動など） 

 

〒249-0006 神奈川県逗子市逗子 4-2-11 

TEL  046-872-3001 

FAX 046-872-3003 
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ゼット、イー、エヌと書いて「ぜん」と読み

ます。これに込められた想いは、一日一善の

「善」、そして逗子（Zushi⇒Z）のお金（円⇒

en）として流通してほしいということ。つまり

「善」が市内に広く流通することを期待して名

付けています。 
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はありがたい 

すべて５人席なの

で、２～３人用の席

があっても良いと思う 
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素敵な空間です 

 

・ボランティアに関する講座のお知らせ 

・ボランティアセンターに登録している

グループ一覧 

・ボランティアカレンダー 

・「I LOVE ボランティア」 

  （6 月末改定：ボランティアグループ紹介冊子） 

・ボランティア情報コーナー掲載希望団体 

  （チラシの掲示などありましたらご相談ください。） 

「もう少し資金があれば、もっと充実した市民活動がで

きるのになぁ」「どうすれば資金調達できるのか？」等、多

くの市民活動団体・ＮＰＯの皆様は、活動を行う上で基礎

となる活動資金の調達について悩みを抱えているのが実

情だと思います。 

 一方、企業、基金団体、行政機関等は様々な社会貢

献活動などに対しての助成金支援・資金提供活動を活

発に行っています。                      

「でも、助成金の申請手続きは面倒なのでは？」と不

安に思っている皆様、ご安心ください！そのような方を対

象とする次の講座を開講します！ 

 

 

 

 

 

 

 

助成金申請書を審査している講師から、申請書の書き

方、注意すべき基本的な事項等を学びます。助成金を

上手に活用して市民活動を広げましょう！ 

 

 

日 時：９月４日（土）10:00～12:00 

場 所：市民交流センター２階会議室 

講 師：荻上 健太郎 氏 

（日本財団 海洋安全・教育チームリーダー） 

申 込：市民協働課 

託児希望（先着５人）の申込みは、８月 27 日まで 

 

 

月は、交流センターの人気スペースのひとつ 

“１階打合せコーナー”の意見をピックアップしました。  

これからも利用者の皆さんの声を取り入れてさらに 

“すごいサポセン”にしていきたいと思います 

発行：市民交流センター  Vol.２ （平成 22 年７月２５日） 

担当：小田嶋  漆垣
うるしがき

 

mailto:vc@zushi-shakyo.com


 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民交流センターで活動している団体の情報を掲載し

ています。掲載ご希望の団体（講座・講演会のお知ら

せや会員募集など）は、受付までお越しください。 

内  容：油彩、水彩、パステルなどを使っ

て、主に静物を描きます。春と秋

は風景、年に一度は人物を描きま

す。毎年展覧会を開催予定です。 

気軽に見学にお越しください。 

活動日時：毎週月曜日（主に大人）、 

土曜日（主に子供）  

9:30～11:30 

場  所：市民交流センター 

費  用：月額 5,000 円 

問 合 せ：櫻井紀邦 TEL＆FAX  

０４６－８７６－３４７５ 

内  容：長さ９㎝弱、３㎝角の木端から、

お地蔵さまを彫り出します。ゆ

ったりとした時間を、皆様とと

もに楽しみます。 

鋭利な刃物を使用 

しますので、対象 

は小学４年生以上 

とさせていただきます。 

活動日時：第３日曜日 12：30～17：30 

場  所：市民交流センター 和室 

費  用：１回 ７５０円 

問 合 せ：小笠原洋三 

０４６－８７３－４４７６ 

 

内  容：詩吟、和歌、短歌、新体詩の

朗詠 

見学自由です。 

活動日時：毎月第１・２・３土曜日  

12:00～15:00 

場  所：市民交流センター 

費  用：月額 2,000 円 雑費共 

問 合 せ：早野順子（興括） 

０４６－８７３－４３９０ 

内  容：春と秋に撮影会を実施します。 

また、秋に 

会員による 

作品の上映 

会を開催し 

ます。 

市民のグループ活動の記録づ

くりに協力します。 

活動日時：第４月曜日 月例会 

場  所：逗子市民交流センター 

費  用：入会金 1,000 円 月額 400 円  

問 合 せ：中村正治 

０４６－８７３－３０９３ 

 

内  容：自分のペースで編み物をやりま

せんか。 

編みかけのものや、家にある材

料を活用しましょう。本、編針、

毛糸をご持参ください。 

お気軽にお電話ください。 

活動日時：主に第１・３月曜日  

10：00～12：00 

場  所：市民交流センター 

費  用：１回 2,000 円 

問 合 せ：近藤 

０４６－８７１－６２９０ 

 

内  容：テキストと自由会話を混えた中

国語の勉強サークルです。幅広

い年齢層のメンバーで楽しく勉

強しています。また、レベルに

合わせて同じ先生の他のサーク

ルへの紹介も可能です。 

活動日時：日曜日（月３回） 

場  所：市民交流センターほか 

費  用：月額 2,000 円 

問 合 せ：山本義友 

０４６－８７１－７６３５ 

０９０－３３１６－７１６９ 

五十嵐真理子 

０４６－８７１－６３７６ 

０９０－９２０８－６０２８ 

 

『2010 ずし生涯学習ガイドブック』が今

年もできあがりました。生涯学習とは「いつ

でも・どこでも・誰でも・自由なテーマで・

自分に合った方法で」行う学習のことです。 

この学習をサポートするために、 

市では、毎年ガイドブックを作成 

し、お配りしています。 

ガイドブックには、市が実施を 

予定している生涯学習の講座のほか、新しい

仲間を見つけるための生涯学習サークル・グ

ループ、専門的な知識や技能をお持ちの市民

が登録をしている市民講師、市内にある生涯

学習施設など、皆さんの学習活動に役立つ情

報が盛りだくさんですので、生涯学習のパー

トナーとして、ご活用ください。 

無料で配布をしていますが、部数に限りが

ありますので、お早めにお求めください。 

市民交流センターや公民館など市内公共施設

で配布しています。 

 市民活動団体・ＮＰＯは、地域の大切な

財産ともいうべき存在です。 

その団体一つひとつが「つながる」こと

でさらに大きな力となり、地域の課題を解

決できる可能性が大きく広がります！ 

名刺交換、活動発表、意見交換などを通

して顔のみえる「つながり」をつくりませ

んか？一つの団体では、なかなかできない

ことも力を合わせれば必ずできるはず！ 

そう、「つながれば、もっとひろがる！」 

日 時：９月１日（水） 10：00～11：30 

場 所：市民交流センター 

対 象：市民活動団体メンバーなど 

※ 託児希望（先着５人）の申込みは、 

８月 23 日まで。 

 

 

 


